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テ

ー

マ

共
に
創
ろ
う
2
1
世
紀
！
活
き
活
き
“
よ
も
ぎ
た
”

第
1
6回
蓬
田
村
民
祭

第
十
六
回
蓬
田
村
民
祭
（
坂

本
祐
一
運
営
委
員
長
）
が
十
一

月
二
、
三

日
の
両
日
、
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人

で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

二

日
、
午
前
十
時
か
ら
の
文

化
と
産
業
展
で
は
、
絵
画
、
書
、

盆
栽
、
生
け
花
、
手
芸
、
陶
芸
、

川
柳
や
児
童
、
生
徒
の
作
品
が

展
示

さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
農
業
協
同
組
合
主

催
の
農
産
物
共
進
会
に
は
、
桃

太
郎

ト
マ
ト
、
大
根
、
ネ
ギ
な

ど
の
野
菜
や
玄
米
等
、
た
く
さ

ん
の
農
産
物
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。三
日
は
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
始
ま
り
、
セ
ン
タ
土

剛
の

駐
車
場
で
は
、
農
水
産
物
の
即

売

が
行
わ
れ
、
市
価
よ
り
安
い

野
菜
や
イ
カ
、

サ
バ
な
ど
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

村
漁
業
協
同
組
合
が
ホ
タ
テ
や

イ
カ
焼
き
を
、
村
農
業
協
同
組

合
が
蓬
田
産
の
新
米
「
お
か
わ

り
ち

ゃ
ん
」
（
む

つ
は
ま
れ
）

で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
提
供
し

来
場
者
が
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
人
気
が
あ
っ

た
の
は
、
模
擬
店
の
焼
き
そ
ば
、

綿
菓
子
コ

ー
ナ
ー
、
ク
ジ
引
き

で
店
の
前
に
は
行
列
が
出
来
て

い
ま
し
た
。

午
後
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
石
川

流
小
橋
支
部
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
手
踊
り
と
歌
真
呂

に
よ
る
物

ま
ね
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
多
数

の
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
と
爆

笑
が
こ
だ
ま
し
二
日
間
の
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

●村民祭2
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お茶のお持て成しは翡翠会

剪む手に余念が無い松楓会のみなさん

3●村民祭



第３回

福祉と健康まつり

十
月
二

十
七
日
、
「
ふ
れ
あ

う
福
祉
・
め
ざ
せ
健
康
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
第
三
回
福
祉
と
健

康
ま
つ
り
が
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
活
動
紹
介
、
介
護
機
器
の
実

演
・
展
示
、
機
能
回
復
訓
練
教

室
の
作
品
展
示
、
歯
科
保
健
、

食
生
活
改
善
、
健
康
相
談
の
ほ

か
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

置

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
骨

密
度
測
定
コ

ー
ナ
ー
は
特
に
人

気
が
高
く
、
骨
そ
し

ょ
う
症
予

防
の
た
め
に
と
多
く
の
人

が
相

談
、
食
事
や
生
活
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

ま
た
、
今
年
初
め
て
実
施
し

た
ヘ
ル

シ
ー
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

頭を悩める審査員

(ヘルシー料理コンテスト)

に
は
、
各
地
域
の
団
体
や
一
般

か
ら
二
十
二
点
の
応
募
か
お
り
、

出
品
者
か
ら
、
「
特
産

の
ト
マ

ト
の
利
用
」
「

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
地
元
野
菜

の
利
用
」
「
カ
ル

シ
ウ
ム
の
摂
取
」
に
配
慮
し
た

な
ど
、
工
夫
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
試

食
し
た
り
献
立
メ
モ
を
持
ち
帰

る
な
ど
と
て
も
好
評
で
し
た
。

骨に貯金してますか?（骨密度測定）

「
ヘ
ル
シ
ー
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
結
果
」

▼

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
で
き
る
で
賞

・
泉
谷
　
ち
ゑ
子
　
（
長
科
）

▼

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
る
で
賞

・
長
科
地
区

食
生
活
改
善
推

進
員

・
広
瀬
母
親
ク
ラ
ブ

“80歳になっても20本。

自分の歯を大切に残そう！

(歯科保健コーナー)

どれどれ味見してみよう。

どれもみんなオイシイヨ！

(ヘルシー料理コンテスト)

▼
盛
り
付
け
が
と
っ
て
も
き
れ

い
で
賞

・
郷
沢
母
親
ク
ラ
ブ

▼
地
場
産
物
上
手
に
使

っ
て
る

で
賞
・
福
士
　

と
み
ゑ
　
（
郷
沢
）

・
広
瀬
地
区
保
健
協
力
員

・
中
沢
母
親
ク
ラ
ブ

▼
昔
な
つ
か
し

い
味

で
賞

・
中
沢
地
区
食
生
活
改
善
推

進
員

▼
子
供
も
も
っ
と
喜
ぶ
で
賞

・
長
科
母
親
ク
ラ
ブ

▼
食
物
繊
維
が
た
っ
ぷ
り
で
賞

・
蓬
田
地
区
食
生
活
改
善
推

進
員

・
佐
藤
　

洋
子
　
　

（
役
場
）

●福祉と健康まつり4歯をじょうぶにするオヤツってどんなのかな?
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あ
な
た
が

困
っ
た
こ
と
は

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
、
「
第
四
十
八
回
人
権
週
間
」

で
す
。
青
森
地
方
法
務
局
と
青

森
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
次
の
六
項
目
を
強
調
事
項

と
し
て
掲
げ
、
人
権
尊
重
思
想

の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま

す
。
○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

「
い
じ
め
」
し
な
い
・
さ
せ

な
い
・
見
逃
さ
な
い

○
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

○
高
齢
者
の
住
み
や
す
い
社
会

を
築
こ
う

ま
た
、
村
の
小

猿
粕
雄
人
権

擁
護
委
員
は
、
十
月
二
十
七
日

開
催
の
「
第
三
回
福
祉
と
健
康

ま
つ
り
十

の
会
場
で
、
う
ち
わ

と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配

布
し
、
正
し
い
人
権
思
想
の
普

及
と
明
る
く
住
み
よ
い
村

づ
く

り
を
啓
発
し
ま
し
た
。

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

お
困
り
の
と
き
は
、
次
の
と
こ

ろ
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
青
森
地
方
法
務
局

a
0
1
7
7

－
7
6－

６
２
３
工

◆
特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ
◆

日
時
・：
平
成
８
年
1
2月
６
日

午
前
1
0時
～
午
後
２
時

場
所
・：
村
中
央
公
民
館

「
三
献
プ
ラ
ス
ー
」

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
来
　
村

十
月
二
十
三
日
、
村
の
献
血

等
協
力
事
業
所
で
あ
る
、
㈱
蓬

田
紳
装
に
「
三
献
プ
ラ
ス
ー
」

推
進
運
動
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来

村
し
ま
し
た
。

県
環
境
保
健
部
と
日
本
赤
十

字
社
県
支
部
の
職
員
に
よ
る
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
が
、
田

中
定
利
専
務
に
県
知
事
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
と
と
も
に
、

社
員
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
三

献
プ
ラ
ス
エ

に
対
す
る
協
力
と

思
想
の
普
及
啓
発
を
訴
え
ま
し

た
。

※
三
献
プ
ラ
ス
エ
と
は
、
献
血
・

献
腎
・
献
眼
・
骨
髄
移
植
推

進
の
こ
と
で
す
。

5●人権週間

人
権
相
談



カメラ ア　イ

広報よもぎた

子ども会廃品回収

村　子ども会育成連絡協議会（坂本勇一会長）

では、10月27日、各家庭より協力された古新聞、

古雑誌、空きビンなどを回収し、再利用する、リ

サイクル活動を行いました。

この活動は、春と秋の年２回行っており、この

日は天候にも恵まれ、子どもや育成者約200人が、

汗を流し共に協力しあう喜びを感じ、頑張りまし

た。

集められた古新聞などは、青森市内の業者に買

い取ってもらい、子ども会活動に役立てます。

また、各地区では、空き缶などのゴミを拾う環

境美化活動も行っています。

秋季火防演習

1O月27日、村消防団（吉田初男団長）の秋季

火防演習が実施されました。

訓練は、午前８時30分から「長科共同精米所よ

り火災発生」の想定で行われ、ポンプ車が出動。

現場では、村上与志一団付分団長の指揮のもと、

団員が、ホース延長、中継から放水へと、きびき

びした動作で消火活動を繰り広げました。

演習後は、ポンプ車８台で村内をパレードし、

火災予防を呼び掛けました。

また、第３、４分団では屯所前で、団員が消化

器の使い方を地域の方に指導しました。

今年の村内の火災件数は幸いにしてゼロですが、

年末にかけて火の取り扱いが多くなります。十分

注意しましょう。

●カメラアイ6



蓬田村民号

yｉ癶‘ ３回目の蓬田村民号「田沢湖遊覧と角館の旅」は、多くの村民が参加し、11月９日～jlﾐ5 10
日行われました。初日は雨でしたが、２日目は快晴に恵まれ、芝居見物、田沢湖ド

ライブと湖上遊覧、武家屋敷散策、盛岡手作り村などを見学しました。
宴会では、カラオヶやご婦人方の踊りで、最高の盛り上がりをみせました。

また、バスの中ではクイズなどで楽しみ、最後まで和気あいあいのうちに２日間の旅を
終えることが出来ました。
次回の再会を約束して解散しましたが、村長さん始め、参加していただいた皆様に、心
からお礼申し上げます。　最後に久慈登世雄さんからの一句。

盛り上がる　村民号は　幸運号　ふれあいうれしく　みちのく巡る

蓬田駅長

葛西　佑－ さん

街路灯寄贈
11 月13日、東北電力㈱青

森営業所より、村に街路灯

５基が寄贈されました。

村では、街路照明が不足

している箇所に取り付けを

お願いし、地域住民の安全

に役立てていきます。

児童館解体
長
年、 村民 に親 し ま

れて き た児 童 館・玉 松

公民館が11月12日に解

体。

跡地 は、 玉松 園 カ ン

ト リーパ ー ク事業 で、

（仮称）よもぎた物産館、

建 設省 に よる海 象観 測

所 （資料館） の ２棟 と

駐 車場 敷地 と して利 用

される予定です。

7●川柳北緯41゜

一
　

相
撲
だ
け
　

祖
父
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
　

子
等
ゆ
ず
り
　

啓
　

子

一
　
汗
涙
　
横
綱
目
指
す
　
土
ま
み
れ
　
　
　
　
　
　
　
貴
　
広

一
　

頑
固
爺
　

屁
理
屈
な
ら
べ
　
勇
み
足
　
　
　
　
　
　

勇
　

三

一
　

土
俵
ぎ
わ
　

親
父
は
い
っ
で
も
　

押
し
出
さ
れ
　
　

絹
　

枝

一
　

指
相
撲
　

孫
と
爺
様
で
　

待
っ
た
無
し
　
　

千
恵
子

一
　

こ
こ
一
番
　

ふ
ん
ば
る
土
俵
　

ま
げ
乱
れ
　
清
　

乃

・
　

国
訛
り
　

う
す
れ
て
相
撲
　

強
く
な
り
　
　

正
　

一

一
　

腕
相
撲
　

孫
は
最
初
に
　
力
瘤
　
　
　
　
　

年
　

栄

北
の
便
り
を
携
え
た
白
鳥
が
今
年

も
来
た
。

田

ん
ぼ
で
落
ち
穂
を
食
べ
て
い
る
。

だ
れ
も
便
り
の
中
身
は
分

か
ら
な

い
。こ
の
冬
が
大
雪
に
な
る
の
か
、

暖

冬
に
な
る
の
か
は
。

白

鳥
が
北
へ
飛

び
立

つ
、
春

に
な

る
ま
で
。
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最 終 回

北　国　の

｢小さな村の大きな 一 歩｣

家に一生住めると思いますか？

弘前大学医療技術短期大学部　金沢　善智

退
院
し
た
て
の
こ
ろ
は
全
く
歩
け
ず
寝
た
き
り
状
態
で
し
た
。

金沢先生の指導で、ベッドから車イスヘ

移る練習等をした結果・ ．

奥
さ
ん
の
介
護
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

今では廊下の手すりを利用し１人でトイ

レに行けるようになりました。

8

今
回
を
い
れ
て
全
部
で
８
回

に
わ
た
り
、
理
学
療
法
士
の
こ

と
や
高
齢
者
・
障
害
者
を
考
慮

し
た
住
宅
改
造
の
こ
と
を
書
い

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
村
の

方
で
も
い
ろ
い
ろ
な
動
き
か
お

り
ま
し
て
、
そ
し
て
と
う
と
う

今
年
度
か
ら
青
森
県
初
の
住
宅

改
造
助
成
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
病
気
な
ど
で

身
体
に
障
害
を
持
っ
て
し
ま
っ

た
人
や
6
5歳
以
上
の
虚
弱
な
高

齢
者
を
対
象
に
、
そ
の
人
た
ち

が
自
分
の
家
で
１
日
も
長
く
暮

ら
せ
る
よ
う
な
住
環
境
を
整
え

る
た
め
、
必
要
な
改
造
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
手
す
り
を
取

り
付
け
る
と
か
、
段
差
を
解
消

し
て
車
椅
子
を
家
の
中
で
使
え

る
よ
う
に
す
る
と
か
が
、
具
体

的
な
方
法
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
役
場
か
ら
、
い
ろ
ん
な
形

で
お
知
ら
せ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
「
村
に
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
」
と
か
「
村
の
お
金
は

使
い
た
く
な
い
」
と
い
う
考
え

で
は
な
く
、
制
度
か
お
る
の
な

ら
ば
、
村
民
と
し
て
使
う
の
は

「
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
考
え

で
、
是
非
、
ど
ん
ど
ん
使
っ
て

く
だ
さ
い
（
私
か
言
う
の
も
な

ん
で
す
が
・：
）
。

こ
の
よ
う
な
制
度

は
全
国
的

に
み
れ
ば
、
決
し
て
珍
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
北
地

方
だ
け
見

て
み
て
も
、
仙
台
市

や
秋
田
市
な
ど
大
き
な
自
治
体

か
ら
秋
田
県
の
小
坂
町
や
田
代

町
な
ど
の
よ
う
に
小
さ
な
町
ま

で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
出
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
青
森

県
に
お
い
て
は
行
わ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
蓬
田
村
が
正

真
正
銘
の
「
青
森
県
初
」
で
す
。

村
だ
け
で
な
く
、
青
森
県
に
と
っ

て
も
、
非
常
に
意
義
あ
る
制
度

な
の
で
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
自
慢

に
思

つ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
村
は
、

皆
さ
ん
が
高
齢
に
な
っ
た
り
、

志
半
ば
で
障
害
を
持
っ
て
し
ま
っ

た
時
に
も
、
そ
の
こ
と
と
真
正

面
か
ら
向
か
い
合
い
、
村
民
の

「
し
あ
わ
せ
」

を
真
剣

に
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
土
壌
を
持

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
住
宅
改
造
助

成
制
度
は
、
あ
た
り
ま
え
と
言

え
ば
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

を
あ
た
り
ま
え
に
実
行
す
る
こ

と
は
、
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。

ほ
か
に
も
村
と
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業

が
山
ほ
ど

あ
る
と
思
い
ま
す
し
…
。
蓬
田

村
の
皆

さ
ん
は
、
村
の
理
事
者
、



雪がチラつく今日このごろ皆さん元気にお過ごし

でしょうか。脳卒中の多い当村では、どうすれば寝

たきりを防げるのか住宅環境等に目をむけたお話を、

金沢先生から特別寄稿としていただいてきましたが、

最終回の今月は、村民の為に新たにできた行政サー

ビスの紹介を含め、一歩前進した蓬田村にエールを

送っていただきました。どうもありがとうございま

した。

特別寄稿 (蓬田村の皆さんへ)

皆さんは今住んでいる自分の

議
員
の
皆
様
と
い
う
す
ば
ら
し

い
指
導
者
と
、
役
場
の
担
当
者

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
敬
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、

保
健
・
福
祉
分
野
で
、
北
の
果

て
の
「
小

さ
な
村
の
大
き
な
一

歩
」
に
、
今
後
も
大
き
な
期
待

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
稿
を
お
さ

め

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で

に
登
場

し

た
方

の
何
人

か

の

「
そ
の
後
」

を
お
知
ら
せ
し

た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
１
回
で
登
場
し
た

「
家
が
原
因
で
寝
た
き
り
に
な
っ

た
若
い
お
母
さ
ん
」
は
、
そ
の

後
、
家
の
収
入
も
安
定
し
、
家

そ
の
も
の
も
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫

し
、
現
在
は
元
気
で
家
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
だ
っ

た
娘
さ
ん
も
社
会
人
と
な
り
、

お
母
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
て
、

親
子
３
人
で
し
あ
わ
せ
に
暮
ら

し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
第
３
回
と
４
回
に
登

場
し
た
お
じ
い
さ
ん
も
、
親
戚

の
大
工

さ
ん
が
す
べ
て
を
理
解

し
て
く
れ
て
、
ト
イ
レ
を
改
造

計
画
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
一

人
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
も
、
半

日
ぐ
ら
い
な
ら
外
出
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
介
護
ス
ト
レ
ス

も
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
第
５
回
で
登
場
し
た

夫
婦
は
、
現
在
２
人
そ
ろ
っ
て

老
人
ホ
ー
ム
で
、
若
い
ス
タ
ッ

フ
に
囲
ま
れ
て
、
し
あ
わ
せ
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
蓬
田
村

に
は
お
じ
ゃ
ま
す
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
見
か
け
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
ま
た
村
の
ど
こ
か

で
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

■低い段差を上がる場合

車いすの
ステ ツピ

ングバーを踏んで
前輪を
上げ、段上

に乗せてから後輪
を押し上げます。

機能訓練教室では個別に相談を受けます

はまなす号で機能訓練教室の野外研修

11月17日ＲＡＢＴＶ 活゙彩あおもり″で蓬田村の

様子が放映されました。
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広報よもぎた

保
険
料
を納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

年
金
は
、
老
後
や
万

一
の
と

き
の
生
活
保
障
と
し
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け

る
年
金
の
額
が
減
ら

さ
れ
た
り
、
事
故
な
ど
万
一
の

こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

に
は
、
地
区
の
納
付
組
織
に
加

入
し
た
り
、
口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
便
利

で
す
。

平

成

９

年

度

学

生

募

集

青

森

県

農

業

大

学

校

△

普

通

科

∇

▼
願
書
の
受
付

平
成
９
年
１
月
1
6
日
～
3
1
日

▼
試
験
の
期
日

・
筆
記
試
験
　

平
成
９
年
２
月
1
3日

・
面
接
試
験
　

平
成
９
年
２
月
1
4日

▼

筆

記

試

験

科

目

国

語

Ｉ

、

数

学

Ｉ

、
英

語

Ｉ

、

理

科

（
生

物

Ｉ

Ｂ

、
化

学

Ｉ

Ｂ

）

ま

た

は

農

業

一

般

、

社

会

二

般

常

識

程

度

）

の
５

科

目

【
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
せ
先
】

青

森

県

農

業

大

学

校
　

教

務

課

一
Ｔ
　
０

３

６
－

ｏ

Ｑ
り

黒

石

市

境

松

一
丁

目

一

番

地

a
0
1
7
2

－
5
2
－

４

３

１

に
。リ

自

衛

官

募

集

案

内

自

衛

隊

で

は

、

次

の

と

お

り

自

衛

隊

生

徒

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

▼

対

象

・

中

学

校

卒

業

（
見

込

み

）

1
7歳

未

満

の

男

子

▼

募

集

人

員

・

陸
　

上
　

約
2
5
0名

・

海
　

上
　

約
6
0
名

・

航
　

空
　

約
5
0
名

▼

受

付

・
平

成

９

年

１

月

４

日

ま

で

▼

試

験

日

（

一

次

）

・
平

成

９

年

１

月

５

日

（
日

）

「

お

問

い

合

せ

先

」

・

自

衛

隊
　

青

森

地

方

連

絡

部

青

森

募

集

案

内

所

a
0
1
7
7

－
3
5
－

１

７

５

１

・
蓬

田

村

役

場
　

総

務

課

ｓ

（

内

線
　

２

２

３

）

お知らせ

元
気
な
か
っ
ち
ゃ
の
味
自
慢
う
で
自
慢

今
年
も
地
域
の
農
水
産
物
を

活
用
し
た
「
加
工
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

伝
統
的
な
も
の
、
独
自
に
開

発
し
た
も
の
、
販
売
し
た
い
と

考
え
て
い
る
も
の
な
ど
の
加
工

食
品
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

・
平
成
９
年
１
月
1
9日
（
日
）

▼
時
間

・
午
前
８
時
3
0分

（
出
品
受
付
・
審
査
）

・
午
後
工
時
　
　

二

般
公
開
）

▼
場
所

・
ア
ス
パ
ム

▼
対
象

・
青
森
市
及
び
東
郡
６
町
村
に

住
む
農
漁
家
、
消
費
者
（
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
）

▼
募
集
内
容

①
地
域
の
味
・
技
を
掘
り
起
こ

す
部
門

②
商
品
化
の
た
め
の
レ
ペ
ル
ア
ッ

プ
部
門

▼
出
品
方
法

・
原
則
と
し
て
、
展
示
及
び
審

査
分
を
当
日
会
場
へ
持
参
す

る
。
器
の
持
参
は
自
由
。

▼
応
募
方
法

・
一
品
目
ご
と
に
所
定
の
出
品

票

に
記
入
し
、
左
記
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
す
る
。

▼
応
募
締
切

・
平
成
８
年
1
2月
2
0日
（
金
）

【
応
募
・
お
問
い
合
せ
先
】

・
青
森
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

青
森
市
中
央
３
－
2
0－
1
2

a
0
1
7
7

－
7
3－

１
３
６
工

・
青
森
地
域
広
域
事
務
組
合

a
0
1
7
7

－
3
4
丿
工
工
１
工

・
蓬
田
村
役
場
　

農
林
水
産
課

ａ

（
内
線
　

２
５
４
）

※
出
品
票

は
、
農
林
水
産
課
に

あ
り
ま
す
。

●お知らせ情報局 10昨年のコンクール

情
報
局



「

ボ

イ

ス

ー
レ

ポ

ー

ト

」

発

表

し

ま

し

た

建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る

道
路
審
議
会
で
は
、
平
成
1
0年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
新
し
い

道
路
計
画
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
取

り

入

れ

た
計
画

と
す

る
た
め
、

「
2
1世
紀

の
み
ち
を
考
え

る
委

員
会
」

を
設
け
、
「

キ
ッ
ク
オ

フ

ー
レ
ポ
ー
ト
」
を
用
い
て
、

今
年
５
～
７
月
に
か
け
て
、
み

な
さ
ん
か
ら
「
み
ち
」

に
対
す

る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
は
全

国
の
方
か
ら
‥
1
1
万
件
を
超
え
、

「
委
員
会
」

に
お
い
て
分
析
、

検
討
を
行
い
、
こ
の
度
、
そ
の

結
果
を
「
ボ
イ
ス

ー
レ
ポ
ー
ト
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
発
表
し
ま

し
た
。
「

ボ
イ
ス

ー
レ
ポ
ー
ト
」

に

関
し
て
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
設
省
　

東
北
地
方
建
設
局

青
森
工
事
事
務
所
調
査
第
二
課

ａ

Ｏ
↑
⊥
７
７
－
3
4－
4
5
2
1

（
内
線
４
５
１
、
４
５
４
）

▼
県
庁
土
木
部
　

道
路
建
設
課

ａ

Ｏ
１
７
７
－

凹一－

工
１
１
１

（
内
線
４
２
５
７
、
4
2
5
9

）

建

設

業

で

働

く

み

な

さ

ん

へ

建
設
業
で
働
く
労
働
者
の
た

め
に
、
国
で
作
っ
た
「
建
設
業

退
職
金
共

済
制
度
」
（
略
称
け

ん
た
い
き
ょ
う
）
を
ご
存
じ
で

す
か
？
こ
の
制
度
は
、
全
国
ど
こ
の

建
設
現
場
で
働
い
て
も
、
事
業

所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算

し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

建
設
労
働
者
の
た
め
の
退
職
金

制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る

事
業
所
に
対
し

て
、
労
働
者
住

宅
等
の
福
祉
施
設
を
設
置
す
る

た
め
の
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。

亠
詒
墹
小
合
せ
先
」

建
退
共
　

青
森
県
支
部

a
0
1
7
7

－
2
2－
7
6
1
1

１日260 円の掛金で退職金は次のとおり となります。

年数 退 職金額 年数 退職金額

２年

５年

10年

15年

20年

131,040円

382,758円

1,006,244円

1,872,092円

2,958,870円

25年

30年

35年

37年

4,413,140円

6,359,620円

8,963,876円

10,237,478円

＊この早 見表は、 掛金納付252日分を１年と換算して

計算 した退 職金額です。

日 月火水木金土
１２３４５６７

８９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

１２ DECEMBER

テレホンガイド

役　　　場　27-2111　　保　育　所　　　27-2180

中央公民館　27-2076　　幼　稚　園　　　27-2042

トレセ,ン　27-3010　　小　学　校　　　27-2069

スキー 場　27-3090　　中　学　校　　　27-2038

よもぎ温泉　27-2170　　社会福祉協議会　27-2828

27-2077

12月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　　 事　　　　　 名 場　　　 所 時間 担　　当

２ 月
老人保健講習会

書道教室

中　央　公　民　館 10 : 00

13 : 30

福　 祉　 課

中 央 公 民 館

３ 火 陶芸教室 〃 9 :00 //

６ 金 特設人権相談所 // 10 : 00 住　 民　 課

９ 月 書道教室 // 13 二30 中 央 公 民 館

10 火
陶芸教室

乳児健診

〃

//

9 :00

13 : 00 福　 祉　 課

16 月 書道教室 // 13 : 30 中 央 公 民 館

17 火 陶芸教室 // 9 :00 〃

19 木 幼児育児教室 // 9 :00 福　 祉　 課

23 月 海技免状更新講習会 // 14 : 30 村漁業協同組合

24 火 陶芸教室 // 9 :00 中 央 公 民 館

11●行事予定表



「
お
か
わ
り
ち
ゃ
ん
」
と
命
名
者
の

越
田
美
智
子
さ
ん
（
瀬
辺
地
）

広報よもぎた

有
機
米
「
お
か
わ
り
ち
ゃ
ん
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

先
月

号

の
広
報

で
紹

介
し

た
蓬
田

米

「
お
か
わ
り
ち

ゃ
ん
」
（
む

つ
は
ま
れ
、

あ

き
た
こ
ま
ち
）

が
、
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

加
わ
い
い

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
付
い
た
、

２
㎏
と
1
0
㎏
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
（
1
2
月
中
）
は
、
1
0
㎏
入

れ
が
通
常
価
格
よ
り
3
0
0
円
安

く
販
売
し

て

い
ま
す
。

▼
あ
き
た
こ
ま
ち

４

。
９
０
０
円
か
　
　

４

’
６
０
０
円

▼
む
つ
は
ま
れ

４

。
３
０
０
円
か
　
　

４

。
０
０
０
円

電
話

で
注
文
す
れ
ば
、
村
内

は
無
料
配

達
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
へ
発
送
し
ま
す
。

（
送
料
別
途
）

お
問
い
合
せ

は
。

蓬
田
村
農
業
協
同
組
合
ま
で

容
Ｏ
↑
⊥
７
４
－
2
7－

３
１
工
工

み
～
つ
け
た

1

0

3
大
倉
、
赤
倉
岳
の
阿
弥
陀
川

登
山
口
に
あ
る
、
登
山
案
内
板

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
案
内
図
を
全
面
改
修

し
、
昨
年
新
設
さ
れ
た
無
線
中

継
所
～
袴
腰
岳
、
袴
腰
岳
～
赤

倉
岳
へ
の
登
山
道
も
記
入
さ
れ
、

三
山
の
案
内
図
に
な
り
ま
し
た
。

山
菜
採
り
等
で
入
山
す

る
場

合
は
、
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
り
、
い

つ
ま
で
も
美
し
い
自
然
を
残
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
倉
山
好
会
（
役
場

内
）

で
は
、
標
識
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
三
山
の
登
山

ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●み～つけた／戸籍の窓口12

戸 籍 の

窓　　　囗

人口と総世帯

(10月31日現在)

総人口　3,781人

男　　1,811人

女　　1,970人

世帯数　1,048世帯

10月受付分

お誕生おめでとうございます

し ん や田 中　 慎 弥

ま　　ほ
津 嶋　 真 穂

遠 田　　 光

しゅんや八 幡　 峻 也

'由　弘

､敦　子

'康　洋
､里花子

二 仁

､里伊子

' 晃

､ひとみ

二男

長女

長男

長男

ご結婚おめでとうございます

佐井　　 忍（広　　 瀬）

中居　靖子（八 戸 市）

おくやみ申し上げます

福井　 正義（郷　 沢　72 歳）

今　　 貞勝（郷　 沢　54 歳）

工藤　 サコ（瀬辺地　63 歳）

能澤清之助（宮　 本　70 歳）

澤田　 きそ（郷　 沢　85 歳）

編

集

後

記

冬
は

つ
と
め
て
※
（
早
朝
・
明
け
方
）

子
年
も
あ

と
一

ヶ
月

余

り
、

新
し

い

年
は
丑
年
で
す
。

４
月
か
ら

広
報

を
担

当
し

、

発
行

回

数
、
９
打
数
６
安
打
（
６
割
６

分
６

厘

）

の
成
績
で
し

た
。

来

年

は
1
0割

を
目

指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

身
近
な
話

題

や
写
真

な

ど
、

何

で
も

結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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